
佐伯市社協と延岡市社協が災害時相互応援協定に調印   
し  

佐伯市、延岡市において災害が発生した際に、両社協が互いに協力して支援を行うこととして、平成25  
年1月25日に延岡市内のホテルで災害時相互応援協定を締結しました。   

今回の調印は、目前に迫った東九州道の開通を磯に行われ、県境を越えての協定は、九州では2香凱  

大分県では初となります。   
協定では、両社協は災害救援活動として、必要な職員の派避・車両や機材の提供、災害ボランティアセ  

ンターの道営支援などを定めています。  
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昨年て0月1白から12月末日まで「じぷんの町を良＜するしくみ」を  

スローガンとして展開してまいりました『赤い羽根共同募金』並びに  
F歳末たすけあい募金』に対しまして、市民の皆嘩凄り萄たたかいご理  

解、ご協力をいただきあリガとうございました。   

一 
＝   

赤い羽根共同募金は、大分県共同募金会を通じて、次年度に県下し叩  
内）の社会福祉施設・福祉団体・社会福祉協議会へ助成される予定です。  

歳末たすけあい募金〔  
ト
南
海
病
院
南
友
会
 
 

卜
 
 

照
助
成
を
受
け
た
団
体
暗
、
次
ペ
ー
ジ
に
掲
 
 

載
L
て
い
ま
す
。
）
 
 
 

年
来
に
は
、
戸
討
幕
金
に
加
え
、
中
学
生
、
 
 

高
濃
度
が
寒
い
中
を
薇
蘇
募
金
活
動
に
取
り
 
 

組
み
、
そ
の
集
ま
つ
た
募
金
を
届
け
で
く
れ
 
 

ま
し
た
。
心
の
こ
も
っ
∴
た
募
金
を
お
琴
せ
頂
 
 

い
た
曹
さ
ま
「
ま
た
共
同
蒸
発
運
動
を
支
ぇ
 
 

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
区
長
さ
ん
、
地
域
 
 

役
員
き
ん
を
は
じ
め
、
客
乳
棒
」
学
校
・
企
 
 

業
の
晋
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
灯
 
 

歳
末
た
す
は
あ
い
募
金
に
寄
せ
ら
れ
た
募
 
 

金
堰
、
各
地
域
で
の
餅
つ
き
や
年
末
年
始
の
 
 

車
サ
ー
ビ
ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
支
援
 
 

ゼ
へ
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 
 

↑
′
し
 
 

お魚事処 ひよっとん、塞洩津魂痍加工組蛮鶉米水津アクアラング組沓  

乗店津玄店  

重い苫濫防7こより患   



背さまよりお寄せいただいた歳末たすけあい募金臥地域の様々な福祉活動に役立たせていた  
だいております。、助成内容につきましで故、地層ごと（旧市町村単位）に配分委員会を設置し、  

検討いたしました。最終的に大分県共同募金会佐伯市支会運営委員会において、  
提稟▲承衰が行なわれ、1月29日の『歳末たすけあい募金助成金変相式』lこて、  

歳末事菟・・各団体の代表へと募金が変付されました。（取成矧ま、：下記義のとおり）  

平成糾年度 蒔末たすけあい募金助成団体一覧表   

恩錐・綿   委階   団樟・、＝要素轟  
さん吾ん（お陽さ対象族ぬ金   土浦〉  上浦ポラごンティアグループ  
佐伯手をつなく育成会   弥生地区社会福祉協諸会  
認知症め人と家族の会佐他の集し1  佐伯而弥生自着委員会  
佐伯市母親㊥ラブ連絡協議会  密  
鹿伯市ポランティア連添協議会  明治（そらの零）児童勿ラブ  
榛伯両親萱潜連腕会  1塾  

愈  切娘児墨わラフ  
佐伯而母亨姦婦福祉会  お一ゆじめ会  

轟  本匠地区社会凝祉協議会  
激  轟呼？苦児棄タラブ  

佐伯手話サークル「城山」  泰匠夏生保毒虫性会  
ヰ  奔助ボランティア ひまねリ  

乎どもの夢まちづくり嚢行義貞資   移送ポヲンティア わたぼうし  
等∴  学L  

せ   事件り人形劇団「つくしんぼ」   国  ′更生保革女性糞  l  

享ども歯書寵rえ臨ん噂森』  コヌモスの会  
しろやま共同保育園  重岡児童クラブ運営委員会  
トトロの面瘍   直  Tボランティア直川  
障痕：増スポーツ項数をすすぬる会   州  なあかわ児童タラプ  
花いっぱいpゆめ”め貧   韓見地区社会福祉税藻会  
本匠労砦  嘗        芋膏でサロンたんぽぼ  
直川愈会  つるみ児童クラブ   

▼嘉・星空   ‘ 厘紘・凄業法   歳束捨象サ→ビス（ひまわりの釜）   

海区牡協モ12団紛  米水津鹿民生委員児童嚢員協議会  
放課後児重々ラブ（9団体）  ボランティア劉レープー花兼」  
音育でサロンぢ12カ所議  ボランティアグループ「堂いもの会」  

態 準  
いきいきサロン（69カ所）  東方県食生活改尊推進協議轟抽津支部  

濾  ボランティアグループr更生保護女性会」  
母親クラブ（8団体）  よのうづ乎どもカラフ  
義時臓ポ畿  食生活改善推進協議嚢満江支払  
佐伯兼地区社会福祉協議会ボランティシアの璧「膝のl那〕J   

津       ふれ轟いサロン支援ボランティアゲル←プ（23団体）      母親ウラブ   
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第4固佐伯市社会福祉大会   
平成25年2月柑（金）、／佐伯市保健嘩祉溶合センター■「和楽」  

において、舞4匝嘩イ白市社会福祉大会が開催されました。   
大会では、永年にわたり社会橿祉事業へ功顆の率った万々へ  

の表彰状、感謝状の贈呈が行われました。その後、「楽しくな  
る福祉画境ちづくり」と遷して、mO旺0こ〉ようご 事務局長  
葉木 剛さんの講演が行われ．会場は禁い声に包まれました。  
今回栄えある賞を受賞された方（団体）は下記のとおりですや  

誠におめでとうございます。  

佐伯市社会福祉協議会会長表彰（敬称鳴）  

過重重言 

感療肇療  
佐 伯   

鷹醸覇賂  榔■  麹和琵  
上鱒二  海野垂夢  送！康奉≒ぎ  

迩撃  懐村鮮  藁蝉叛一  室：羞  

恕妻酎  ．≡耕棒針  
さま＝≡  磯野顔浄  

仲矢和雅さんに、お琴を伺いました。  米水津  盛鰯：樽藩  覇葬葉轡  

1，民生妻鼻活動の中で思い出に残っている乙と匝瑳んですが？  銅像健司  鮮よ 襲袈＝  鞠：立弘  

仲矢氏地域の簡み囲埼ゝせグループの儀炉を受も才サンタ役で、お  涛江              ‘甲好稲≡  ′証藤平猟邸  

佐伯市社会福祉協議会会長感謝状鱒  

忘れ、予どもから「サンタさん忘れ物があるよ」と弄われ笑った  

思い担がありますQ  

伸矢氏帯解著わ見守り訪問活動で、人数ゐ爽先輩と接しながら、  

佐伯市社会福祉協議会キャラウ9－ひとしずく  

′
し
 
 

さいき社協だより④   



災害を考える第三章⊥災軍に対する地域の役割ん   
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詔、潮ヨ   
平成25年度のボランティア活動保険の受付が始まりました。   

この保険は年度更新となっていますので、現在加入している保険は、平成25年3月31日で補  

償期間が胞子します。   
平成25年4月1日からの補償を希望される場合は、3月中に手続きをお願いします。   

①ボランティア活動保膜とは？   

ボランティア活動中におこる様々な事故に対する備えとしてボランティア活動を補償する保喰  

です。  

け・掛け金は？  

Aプラン300円、Bプラン450円、天災A468円 天炎、B690円  

鷺被寒地でのボランティア活動に参加する場合は必ず「ボランティア活動保険」（天輿プラン〕へ  

の加入手簡きを行ってください。天炎プランでは地震・噴火・津波に起因する被保険者自身のケ 
ガを補償します。  

・3対魚となるボランティア活軸とは？   

日義由如こおける「自発的な意郵こより他人や社会に頁覇  
する無償のボランティア活動」で、淡のいずれ別こ該当する  
潜動になります。  
（1）ボランティアグループの会則に則り企画、立案された活動  

（む社会福祉協議会に届け出た活動  

（笥社会福祉協議会に委嘱された活動  

lご対暮とならないホランティア活動は？  

（1）自発的な意思による活動とは考え難いもの  

（2）組織運営や因体積成員の親睦のための活動  

（3）有償ボランティア活動（実費弁償費のみは可）  佐伯市社会福祉協議会各支部まで  

ボランティア連絡協議会の会員凄んを中心に、地域生活のヰでの防炎対策と炎害ボランティア  

の役割牽学んでい：ます。  

産湯倦駿  非常食の試食  障がい者と町歩き   

さいき社協だより噂   



1・ミ∴．．、仁．l；l、∴∴十・、∴：i∴∴∴・●、トーi・  

苧瑠湖㌣孝一ジョーが絶勝き艶資し粒。上浦区襲会を濾E  
療とLて、ユ変の闇称が出演し、コー汐友軍鮪習へ燕型時代  
劇な軌限ら紙時間の車守練習Lた魅ぬ蓉精一渾秋寄℃  

驚く貯留いましたダ社協職異毎春離しました！ 
∴邁率ぷ担の瀾儲とぉーう事鶉あや、開場3扮前から多く饅  
姦が麺轡謡凄寺種芋と熱頑嘩嫁御庫鳩宵馴摘沌姦  C

．
二
 
 
 子育てサロンヱ各ヱ魯   

24年4月より廟催中  

日 時：毎月 常4火曜日  
1（）時～12時  

場 所：渡町台地区公民館  

内 容：簡単な親子りトミツタ  

やさしい読み聞ガせetc  

参加費：子ども1人につき50円  

【問い合わせ】佐伯市社会福祉協議会  
地域福祉課 23－7450  

⑦さいき社協だより  
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川柳募集   民生委員による  

心配ごと相談会   皆さまからのユニークな川柳を大募集しまする次号  
（5月発行予定）のテーマは『こし＼のぽり』ですb   

たくさんのご応募お持古しております。   
応募先 〒876－D844 佐伯市向島1－1－3  

社会福祉協議会広報係まで  
ハガ割こ0住所毎環名（ふりがな）◎年齢珍電話＠作品  
を記載の上ご投函ください。  

■締め切り 平成25年3丹29日（金）まで  

日頃の生活の中でおこる些細な出来事の相談  
等々、内容は開いません。（担当局生委員が無料で相  
談に応じ京す。お気矧こお越しください。  

撃
や
号
よ
り
へ
市
瑚
・
県
報
に
合
せ
て
、
石
綴
じ
に
変
更
L
て
お
り
ま
す
6
 
 

編・集後記妄冤霊雷譜苧苧、豊更悪霊悪霊  
異常なコレステ0－ル値を見た主治医の吉葉で二次検査  

準受けた鱒の事である0「とにかく体重を敬って後払  
愛妻療法だね」の助言に「先生、麦体的にどうしたら良  
いです効？」の問いに主治医は、「自分で勉強して自分  
で考えなさい！」であ竜る戸惑いながらも早鼠書店で  
コレステロ→ルを下げる為の専門書を購入したα先生の  
言われた 叶自分で勉強”である。読んでいくと病気と自  
分の体の状啓が、分かってきた。おのずと、その日から、  
野菜中心の盛事療法が始まっ転ゴ先生の言われた“どう  
したら良いのか自労で考えな＝さい’’で始めた行動で轟牒毎  

先般の社会福祉大会で講師の害われた「人に言われて仕  
方なくボランティアをやってる人はいませんか9自ら率  
先して考え誰かの為に動く事銑睾のボランティアです  
よ」も耳に残る言彙であづたゎ自分で考えて動く事で本  
当の成果に繋がるという事の様で奉亀。3カ月後攻善  
したコレステロール値が楽しみだp  （えみこ）  

弁護士無料法律相談   

弁護士による無料法律相談会を  
開催します。時間の関係上、相談  
人数に制限がありますので予約制  
となります8   

【お問い貪ねせ】  
佐伯会場 2く42956 担当：渡辺まで  

さいき社協だより⑧   
∴  
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